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情報化社会の時間管理 
～ホワイトカラーの働き方・休み方～ 

■工業化社会の時間秩序■ 

 私たちが生きている近現代は、

国・地域によって多少の違いはあ

るものの、歴史的には、まだ日の

浅い特殊な社会である。日本では、

近世末まで長く続いた不定時法か

ら、太陽暦（定時法）に変わった

のは１８７３（明治６）年であり、日

本と世界の時刻が連動する標準時

の導入は１８８８（明治２１）年のこ

とである。 

　不定時法の時間秩序は、太陽や

月・星など自然の営みに沿ってい

た。それぞれの地域が太陽の「南

中」をもって正午としたので、全

ての地域が独自の時間を刻んでい

た。 

 しかし、世界貿易の拡大と鉄道

の普及が、時の「世界標準化」を

大きく進めた。こうして機械時計

によって計られる正確で一律の時

間秩序を持つ近現代の時間が生ま

れたのである。 

　機械時計による人工の時間は、

私たちの働き方を大きく変えた。

工場やオフィスでは、一律の勤務

時間による規則正しい時間が設定

された。これは労働だけではなく

「余暇」でも同じである。時計の

ベルとともに一斉に就業すること

の裏返しとして、私たちは一斉に

余暇をとるようになった。９時か

ら５時、月曜日から金曜日の労働

時間の裏返しが、余暇ラッシュを

生んだのである。 

 一律の時間秩序は、労働の「質」

の均質化も進めた。一定時間にど

れだけアウトプットできるかが問

われるようになった。労働は、投

入された労働時間の量によって評

価され、８時間の労働投入が８時

間分の成果を生むといった前提が

築かれたのである。その時間は、

基本的に会社側、つまり経営者に

よって管理されていた。 

 

■情報化社会の 

ワーク＆ライフルール■ 

　ところが、１９８０年前後から進ん

だ情報化・サービス化の進展は、

それまでの労働秩序を大きく変え

はじめた。いまや労働力構成は管

理労働（いわゆるホワイトカラー）

やサービス労働が主流を占めてい

る。サービス就労では、全員が同

じ場所で一律・一斉に働くことは

効率の低下をもたらすばかりか、

そもそも不可能である。ホワイト

カラーの職場でも、一人一人がパ

ソコンに向かい、異なる時間を過

ごしている。まさに、現代は情報

によって創造される多様な時間秩

序が支配しはじめている。生産と

労働が同時に発生するのがサービ

ス労働の特色だが、情報化社会で

は、コンピュータ上のバーチャル

な空間で好きな時間に商いが行わ

れる。 

　こうして情報化社会では、個々

人が一見、パーソナルな時間を持

って労働に従事しているように見

える。また社会の標準時間と自分

時間が共存する、新しい「不定時

法」が支配しているようにも見え

る。このような時代の労働評価の

基準は、投入した時間量ではなく、

個々人のアウトプット（成果）で

計られる。時間の管理者は経営者

ではなく、個々人である。つまり

一人一人が時間を創造し、演出す

るプロデューサーであるかのよう

だ。 

　と、ここまで書いてきたが、こ

うした情報化社会の時間秩序は残

念ながらフィクションである。そ

れは、情報化社会に求められる働

き方が可能となるような社会や企

業のルールが未整備で、何よりも

社会環境と私たちの意識に大きな

ギャップがあるからである。裁量

労働は、情報化社会の新しい働き

方として注目されたが、その結果

が長時間労働やサービス労働の温

床となっている。他人と自分の休

日が異なることは情報化社会では

当たり前だが、自分ひとり異なる

休日は依然後ろめたい。　　 

 つまり、社会環境の変化にも係

わらず、社会のルールや私たちの

意識は、未だに前の時代のままで

ある。新しいワークルールやライ

フスタイルの創造は難しく、現状

ではむしろ逆行すらしているよう

に見える。だからこそ、そろそろ

チャレンジの時でもある。 


